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IMPORTANT Product Name: DST-i software for HINO Vehicles 

Number of License: One

NOTICE TO USER: 
Please read the following License Agreement carefully.  The License Agreement is a contract.  This software product of “DST-i software for HINO 
Vehicles”, including any document related thereto, is protected by copyright laws and international treaties.  You must agree to all of the terms and 
conditions of the License Agreement before installing or using wholly or partially the product.   
If you do not agree to any of the terms and conditions of the License Agreement, do not use this product. 

 

License Agreement 
 

This software product of  ” DST-i software for HINO Vehicles”, including any document related thereto (the “Software”) is the copyrighted work of 
DENSO CORPORATION (“DENSO”) and its licensor.  Under this Agreement, the Software is licensed to you by DENSO subject to the terms and 
conditions below, not sold nor assigned to you by DENSO. 
If you use the Software as a natural person, “you” herein means such natural person, and if you use the Software as an officer, employee, agent or other 
member (including a partner of a partnership) of any legal entity, “you” herein means such legal entity. 
This Agreement shall take effect as from the day you agree to all of the terms and conditions of the License Agreement. 
 
1.     Limited License 
DENSO grants you a non-exclusive license to install the Software into one certain DST-i hardware in your possession or under your control 
(“Hardware”), and to use the Software for the sole purpose of diagnosing the trouble of vehicle electronic control systems (“Purpose”). 
 
2.     Restrictions 
(i) You shall not install the Software for any purpose other than Purpose, and shall not use the Software for any purpose other than Purpose. 
(ii) You shall not use the Software with any hardware other than Hardware. 
(iii) You shall not rent, lease, sell, sublicense, assign, or otherwise transfer the Software or this Agreement to any third party; provided, however, that 

you may assign all of the Software and this Agreement, not part thereof, to your assignee perpetually subject to agreement of such assignee to all 
of the terms and conditions of this Agreement. 

(v) You shall not remove nor obscure DENSO’s copyrights, trademarks or other proprietary notices or legends from any of the materials of the 
Software. 

(vi) You shall not use the Software and/or technology provided by DENSO, or any other products, software and/or technology manufactured or 
developed by using them for the purposes of disturbing international peace and security, including (1) the design, development, production, 
stockpiling or use of weapons of mass destruction such as nuclear, chemical or biological weapons or missiles, (2) the other military activities, or 
(3) any use supporting these activities. 

(vii) You shall not sell, export, dispose of, license, rent, transfer, disclose or otherwise provide the Software to any third party, whether directly or 
indirectly, with knowledge or reason to know that the third party or any other party will engage in the activities described above. 

(viii) You shall not directly or indirectly, export, re-export, transship or otherwise transfer the Software in violation of any applicable export control 
laws or regulations promulgated and administered by the governments of the countries asserting jurisdiction over the parties or their transactions. 

(ix) You shall not illegally download the Software from official Webpage of DENSO.  If you illegally download the same, your access key becomes 
invalidated. 

 
3.     Violation of this Agreement 
Unauthorized install, copy or use of the Software may result in severe civil and criminal penalties, and will be prosecuted to the maximum extent 
possible. 
All your rights granted hereunder shall automatically terminate if you fail to comply with any terms and conditions of this Agreement.  You shall 
destroy or erase all of the Software from all media in your possession or under your control if you fail to comply with any terms and conditions of this 
Agreement.  The termination of this Agreement shall not prejudice any rights and remedies that DENSO may have against you. 
 
4.     Disclaimer of Warranty; Limitation of Liability 
THE SOFTWARE IS PROVIDED “AS IS” WITHOUT ANY KIND OF WARRANTY OF ANY PURPOSE.  THE SUPPLY OF THE SOFTWARE 
OR THE GRANT OF RIGHTS HEREUNDER BY DENSO SHALL NOT IMPLY ANY WARRANTY AGAINST INFRINGEMENT OF 
INTELLECTUAL PROPERTY RIGHTS HELD BY A THIRD PARTY.  DENSO MAKES NO REPRESENTATIONS NOR WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 
DENSO ASSUMES NO RESPONSIBILITY FOR THE APPLICATION OF, ERRORS NOR OMISSION IN THE SOFTWARE.  IN NO EVENT 
SHALL DENSO BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, SPECIAL, INCIDENTAL, CONSEQUENTIAL, PUNITIVE OR OTHER 
DAMAGES ARISING OUT OF OR RESULTING FROM ANY PART OF THE SOFTWARE, THE INSTALLATION OR COPY OF THE 
SOFTWARE, THE USE OF THE SOFTWARE, OR INABILITY TO USE THE SOFTWARE.  FURTHERMORE, DENSO SHALL NOT BE 
LIABLE FOR ANY LOSS, DAMAGES OR COSTS ARISING OUT OF LOST PROFITS OR REVENUE, LOSS OF USE OF THE SOFTWARE, 
LOSS OF DATA OR EQUIPMENT, COST OF RECOVERING THE SOFTWARE, DATA OR EQUIPMENT, THE COSTS OF SUBSTITUTE THE 
SOFTWARE, MEDIA, DATA OR EQUIPMENT OR OTHER SIMILAR COSTS, AND SHALL BE FULLY INDEMNIFIED FROM ANY CLAIM 
ASSERTED BY YOU OR ANY THIRD PARTY. 
 
5.     Governing Law 
This Agreement shall be governed as to all matters including validity, construction and performance, by and under the laws of Japan, without reference 
to its conflicts of law principles. 
 
6.     Arbitration 
Any disputes arising out of this Agreement shall be finally settled by arbitration in accordance with the Rules of Conciliation and Arbitration of the 
International Chamber of Commerce.  The award of arbitration shall be final and binding upon the parties.  Arbitration shall be held in Tokyo, Japan. 

 

(iv) You shall not copy, reverse engineering, decompile, disassemble, merge, modify or translate the Software.  However, you may make one copy of 
the Software for the sole purpose to make a backup of the Software. 
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このたびは、 日野車用ソ フ ト （以下、 「DST-i 日野車用ソ フ ト 」） をお買い上げいただき、 ま こ とに
あ りがと う ございます。
ご使用の前に、 本書をよ く お読みにな り、 正し く 安全にお使い く だ さい。

DST-i 日野車用ソ フ ト は、 （以下、 「DST-i」） 用の Hino Diagnostic eXplorer （以下、 「HinoDX」） のイ
ン ターフ ェース、 および日野自動車株式会社製車両診断 （LCD 付きモデルのみ） ソ フ ト ウ ェ アです。
DST-i 以外のハー ド ウ ェ アでの使用および日野車以外の車両の診断には使用できません。

はじめに

初めて DST-i に DST-i 日野車用ソ フ ト を イ ンス ト ールし た と きには、 「仕向地」 が 「グローバル」 に設定
されてお り、 英語で表示されます。
日本語表示に切り替えるには、 仕向地設定で 「仕向地」 を 「日本」 に変更し て く だ さい。

参照 ： P.30 仕向地 「グローバル」 （英語表示） から仕向地 「日本」 （日本語表示） に切り替えるには （2 章 DST-i 日野車
用ソ フ ト の操作／本体設定／仕向地設定）
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本製品は、 適切な訓練を受け、 技能を身につけた自動車専門技術者によ り使用される ものです。 以下、 取
扱説明書を通じ て示されている安全メ ッ セージは、 本製品を使用する際に十分注意すべき こ と を使用者に
促すものです。

車両の診断 ・ 整備には、 作業を行う個人の技能と と もに、 多種多様な作業手順、 技術、 工具、 部品などを
使用し様々な結果が考えられるため、 それらすべての状況を網羅するア ドバイスや安全メ ッ セージを提示
する こ とはできません。 従って、 診断システムについて十分な知識を持つこ とは自動車専門技術者の責任
です。 適切な診断 ・ 整備の方法や処置のために活用し、 あなたの安全、 作業場にいる他の人の安全、 加え
て、 診断する車両や装置の安全を損なわないよ う、 適切な方法で作業を行う こ とが重要です。

本製品を使用する前提と し て、 使用者は車両システムを十分理解し ている ものと想定し ています。 本製品
を、 適切、 安全、 正確に使用するためには、 本製品の操作方法だけでな く 、 車両システムの原理も十分理
解する こ とが必要です。

本書では、 警告 ・ 注意を促す内容や禁止の行為に記号を用いています。 その表示と意味は次のとおり です。
内容をよ く 理解し てから本文をお読み く だ さい。

安全にお使いいただ く ために

警告 誤った取扱いによ り、 死亡や重傷などの重大な事故に結び付 く 可能性が大き
いもの。

注意 誤った取扱いによ り、 傷害を負う可能性、 または物的傷害の可能性がある も
の。 状況によ っては重大な結果に結び付 く 可能性がある もの。

禁止 取扱いにおいて、 禁止と なる行為。

強制 取扱いにおいて、 遵守し なければならない行為。
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製品取り扱い上の警告 ・ 注意

警告
「安全な診断を行う ためには」 に記載されている注意事項に従い、 診断 ・ 修理作業を実施し て く
だ さい。

参照 ： P.v 安全な診断を行う ためには （安全にお使いいただ く ために）

本製品を使用する前には、 診断する車両または装置のメ ーカーによ り提供されている安全メ ッ
セージや適用診断手順も参照し、 それに従って く だ さい。

注意事項に従わない場合、 事故を引き起こす恐れがあ り ます。

走行中に作業を し ないで く だ さい。

事故にな る危険があ り ます。

ケーブルは、 作業者または運転制御装置に絡まるよ う な取り回し方を し ないで く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

発熱、 発火、 破裂または感電の原因と な り ますので、 以下のこ と を必ず守って く だ さい。

-本製品を分解、 改造し ないで く だ さい。

-本製品の定格電圧を超える電源に接続し ないで く だ さい。

-プローブなどを、 定格を超える電圧部分に接続し ないで く だ さい。
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注意
作業を実施する前に、 車輪に輪止めを し て動かないよ う にし て く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

車両の下などの目に見えに く い場所で作業する場合、 必ずキースイ ッ チを OFF にし、 車両が絶
対に動かないよ う にし て く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

エンジン始動や車両を移動する際は、 周り に他の作業者がいないこ と を確認し てから行って く
だ さい。

ECU やイ ンジ ェ ク タには 100V を超える高電圧が発生し ています。 作業を行う際は、 感電に十分
注意し て く だ さい。

部品を取り外す際は、 バッ テ リーのアース線を取り外し てから作業し て く だ さい。

コネク タ または車両の電気端子を接続し た り取り外す際は、 特別な指示がない限り、 必ずキー
スイ ッ チを OFF にし て く だ さい。

車両側電気回路の損傷を引き起こす恐れがあ り ます。

回転物の近 く で作業を行う際は、 安全メ ガネや保護衣服を着用し て く だ さい。

回転するエンジンによ り 、 部品等が飛散し、 事故を引き起こす恐れがあ り ます。

エンジンが冷えている と き以外は、 ラジエータキャ ッ プを取り外さ ないで く だ さい。

高温で加圧されたエンジン冷却水を浴びる恐れがあ り ます。

排気装置、 マニホールド、 エンジン、 ラジエータ などの高温になる部分に素手で触れないで く
だ さい。

やけどの原因と な り ます。

高温のエンジン ・ 部品を触れた り、 扱う際は、 手袋を使用し て く だ さい。

エンジンの回転中は、 本製品のケーブルなどをエンジンルームの上を通し て作業し ないで く だ
さい。

ベル ト やプー リ ーによ り 、 ケーブル ・ 衣類などが巻き込まれ、 事故を引き起こす恐れがあ り ま
す。

水がかかるよ う な場所で作業し ないで く だ さい。

本製品を落と し た り強い衝撃を与えた り し ないで く だ さい。

本製品に接続し たケーブルで本製品を持ち上げた り、 引っ張った り し ないで く だ さい。 移動や
設置の際は本製品を持って移動し て く だ さい。

本製品に接続し ている コネク タに荷重をかけないで く だ さい。

故障の原因と な り ます。

使用する前に、 本製品に異物の付着やコネク タ ピンの破損がないか点検し て く だ さい。
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安全な診断を行う ためには

バッ テ リーの上に金属工具を置かないで く だ さい。

バッ テ リーの近 く では火花を起こ さ ないで く だ さい。

バッ テ リ ーガスが発火する恐れがあ り ます。

火のついた タバコ、 スパーク、 裸火、 その他の発火源は、 車両およびバッ テ リーから遠ざけて
く だ さい。

バッ テ リー ・ ケーブルを取り外す前には、 必ずキースイ ッ チを OFF にし、 ヘ ッ ド ラ イ ト やその
他のア クセサリーを OFF にし て く だ さい。

電気システム ・ コ ンポーネン ト を整備点検する前には、 必ずバッ テ リーのアース線を取り外し
て く だ さい。

バッ テ リーは、 金属製の装飾品を溶損する程の高い短絡電流を流すこ とができます。 バッ テ
リーの近 く で作業する前に、 指輪、 腕輪、 時計などの装飾品を取り外し て く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

バッ テ リーを取り扱う作業者や近 く で作業し ている人は、 安全メ ガネや保護手袋を使用し て く
だ さい。

バッ テ リーを取り扱う場合は、 近 く にた く さんの新鮮な水と石鹸を用意し て く だ さい。 万が一
バッ テ リー液が皮膚、 衣類、 または目に入った場合は、 該当部分を石鹸水で 10 分間洗って く だ
さい。 そ し て、 直ちに医療機関で診察、 治療を受けて く だ さい。

バッ テ リーの近 く で作業し ている間は、 目を直接こすった り、 触れた り し ないで く だ さい。

バッ テ リ ー液によ り 、 目や皮膚にやけどをする恐れがあ り ます。

ジャ ンパ ・ ワイヤまたは工具で、 バッ テ リー端子間の電気接続を行わないで く だ さい。

電力を有し ているか、 有し ているかも しれない電気端子を接地し ないで く だ さい。

車両側電気回路の損傷を引き起こす恐れがあ り ます。

エンジンを始動し て作業する際は、 排気ガスを強制的に屋外へ排気する設備がある場所で使用
し て く だ さい。

エンジン排気ガスには、 無臭の致死的ガスが含まれてお り 、 中毒によ り 、 死亡または重傷にい
たる可能性があ り ます。

地下ピ ッ ト や密閉された屋内のよ う に、 爆発性蒸気が集まる環境で、 本製品を使用し ないで く
だ さい。

作業中は、 喫煙し た り、 マ ッ チをすらないで く だ さい。

バッ テ リ ーガスや爆発性のガスが発火する恐れがあ り ます。

診断を行っている と きには、 引火性のあるスプレーや洗浄用スプレーなどを使用し ないで く だ
さい。

万が一の爆発、 爆発に伴う火災に備え、 ガソ リ ン、 化学薬品および電気火災用の乾燥化学消化
器を作業場に備えて く だ さい。

作業者や近 く で作業し ている人は、 安全メ ガネと保護衣服を使用し て く だ さい。

車両システムの故障や誤動作によ り 、 燃料、 油蒸気、 高温蒸気、 有毒排気ガス、 酸、 冷媒、 そ
の他の異物を排出する恐れがあ り ます。
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1 起動と終了

＜起動＞

1. DST-i と車両側の診断コネク タ をデータ リ ン クケーブルで接続し ます。

1-1 LCD な し モデル

注意

DST-i 専用のデータ リ ン クケーブル以外は使用し ないで く だ さい。

接続する前に、 各コネク タに異物の付着やコネク タ ピンの破損がないか確認し て く だ さい。

データ リ ン クケーブルを DST-i および車両側の診断コネク タへ接続する場合は、 コネク タの
向きに注意し、 まっすぐ静かに接続し て く だ さい。

誤った向きで接続し よ う と し た り 、 傾いた状態で差し込んだ場合、 コネ ク タの端子が破損
し、 車両や DST-i に異常を引き起こす原因と なる恐れがあ り ます。

DST-i に接続し ている コネク タに荷重をかけないで く だ さい。

荷重をかけた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 車両や DST-i に異常を引き起こす原因と なる
恐れがあ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車両のキースイ ッ チが LOCK になっている こ と を確認し て く だ さい。

T01861J

T02762Z
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2. DST-i とパソ コ ンを USB ケーブルで接続し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

パソ コ ン と USB 通信が確立する と、 DST-i のパソ コ ン通信 （USB） イ ンジケータが緑に点灯
も し く は点滅し ます。

Bluetooth 付きモデルで Bluetooth 通信によ ってパソ コ ン と接続する場合は、 USB ケーブルで
の接続は必要あ り ません。

Bluetooth 通信によ ってパソ コ ン と接続する場合は、 DST-i コ ン フ ィ グレーシ ョ ンツールに
よ って通信設定する必要があ り ます。

パソ コ ン と Bluetooth 通信が確立する と、 DST-i のパソ コ ン通信 （Bluetooth） イ ンジケータ
が青に点灯も し く は点滅し ます。

Bluetooth 付きモデルをパソ コ ン と USB ケーブルで接続する と、 パソ コ ン との通信は USB 通
信が優先されます。

USB 通信を行っている状態から Bluetooth 通信へ変更する場合は、 HinoDX を終了させた状態
で USB ケーブルを取り外し て く だ さい。

注意

ご使用のパソ コ ンへ USB ケーブルを接続する前に、 パソ コ ンへ USB ド ラ イバを イ ンス ト ー
ルする必要があ り ます。

接続する前に、 各コネク タに異物の付着やコネク タ ピンの破損がないか確認し て く だ さい。

USB ケーブルを DST-i およびパソ コ ンへ接続する場合は、 コネク タの向きに注意し、 ま っす
ぐ静かに接続し て く だ さい。

誤った向きで接続し よ う と し た り 、 傾いた状態で差し込んだ場合、 コネ ク タの端子が破損
し、 パソ コ ンや DST-i に異常を引き起こす原因と なる恐れがあ り ます。

DST-i に接続し ている コネク タに荷重をかけないで く だ さい。

荷重をかけた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 パソ コ ンや DST-i に異常を引き起こす原因と
なる恐れがあ り ます。

T01916J
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3. DST-i のモー ド スイ ッ チを ON にし ます。

4. 車両のキースイ ッ チを ON にし ます。

5. パソ コ ンで HinoDX を起動し ます。

6. HinoDX の画面で、 イ ン ターフ ェースが "DST-i" になっている こ と を確認し ます。

イ ン ターフ ェースが "DST-i" になっていない場合、 「HinoDX で DST-i を イ ン ターフ ェース と し て
設定するには」 に記載されている手順に従い、 HinoDX の設定を行います。

参照 ： P.13 HinoDX で DST-i を イ ン ターフ ェース と し て設定するには （1 章 起動と終了）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

モー ド スイ ッ チを ON にする と、 DST-i の電源イ ンジケータが緑に点灯し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車両のキースイ ッ チが OFF または ACC の状態では、 車両と通信する こ とができません。
DST-i を使用する際は、 キースイ ッ チを ON またはエンジンを始動させて く だ さい。

DST-i と車両側の診断コネク タがデータ リ ン クケーブルで接続されている状態のと き、 DC
プ ラグから DST-i に電源が供給される と、 モー ド スイ ッ チが OFF の状態でも DST-i は起動
し ます。

T01864J

T02763Z
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＜終了＞

1. HinoDX で車両との通信を終了させます。

2. DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし ます。

3. 車両のキースイ ッ チを OFF にし ます。

4. USB ケーブルを DST-i とパソ コ ンから取り外し ます。

5. データ リ ン クケーブルを DST-i と車両側の診断コネク タから取り外し ます。

注意

アク テ ィ ブテス ト 中に DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし た り、 データ リ ン クケーブルを
取り外し た りする と、 アクチュエータが駆動状態のままになる場合があ り ます。 必ずアク
テ ィ ブテス ト を終了させてから、 終了処理し て く だ さい。

注意

USB ケーブルを DST-i およびパソ コ ンから取り外す場合は、 コネク タに対し てま っすぐ静か
に引き抜いて く だ さい。

傾いた状態で引き抜いた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 パソ コ ンや DST-i に異常を引き起
こす原因と なる恐れがあ り ます。

引き抜 く 際は、 コー ドの部分ではな く 、 必ずコネク タの部分を持って引き抜いて く だ さい。

コード の部分を持って引き抜いた場合、 ケーブルが断線する恐れがあ り ます。

注意

データ リ ン クケーブルを DST-i および車両側の診断コネク タから取り外す場合は、 コネク タ
に対し てまっすぐ静かに引き抜いて く だ さい。

傾いた状態で引き抜いた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 車両や DST-i に異常を引き起こす
原因と なる恐れがあ り ます。

引き抜 く 際は、 コー ドの部分ではな く 、 必ずコネク タの部分を持って引き抜いて く だ さい。

コード の部分を持って引き抜いた場合、 ケーブルが断線する恐れがあ り ます。
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LCD 付きモデルの場合、 「HinoDX のイ ン ターフ ェース と し て使用する」 方法と、 パソ コ ン と接続せずに
「DST-i 単体で診断に使用する」 方法の 2 種類の使用方法があ り ます。

＜起動＞

1. DST-i と車両側の診断コネク タ をデータ リ ン クケーブルで接続し ます。

1-2 LCD 付きモデル

HinoDX のイ ン ターフ ェース と し て使用する場合

注意

DST-i 専用のデータ リ ン クケーブル以外は使用し ないで く だ さい。

接続する前に、 各コネク タに異物の付着やコネク タ ピンの破損がないか確認し て く だ さい。

データ リ ン クケーブルを DST-i および車両側の診断コネク タへ接続する場合は、 コネク タの
向きに注意し、 まっすぐ静かに接続し て く だ さい。

誤った向きで接続し よ う と し た り 、 傾いた状態で差し込んだ場合、 コネ ク タの端子が破損
し、 車両や DST-i に異常を引き起こす原因と なる恐れがあ り ます。

DST-i に接続し ている コネク タに荷重をかけないで く だ さい。

荷重をかけた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 車両や DST-i に異常を引き起こす原因と なる
恐れがあ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車両のキースイ ッ チが LOCK になっている こ と を確認し て く だ さい。

T01904J

T02762Z
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2. DST-i とパソ コ ンを USB ケーブルで接続し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

パソ コ ン と USB 通信が確立する と、 DST-i のパソ コ ン通信 （USB） イ ンジケータが緑に点灯
も し く は点滅し ます。

Bluetooth 付きモデルで Bluetooth 通信によ ってパソ コ ン と接続する場合は、 USB ケーブルで
の接続は必要あ り ません。

Bluetooth 通信によ ってパソ コ ン と接続する場合は、 DST-i コ ン フ ィ グレーシ ョ ンツールに
よ って通信設定する必要があ り ます。

パソ コ ン と Bluetooth 通信が確立する と、 DST-i のパソ コ ン通信 （Bluetooth） イ ンジケータ
が青に点灯も し く は点滅し ます。

Bluetooth 付きモデルをパソ コ ン と USB ケーブルで接続する と、 パソ コ ン との通信は USB 通
信が優先されます。

USB 通信を行っている状態から Bluetooth 通信へ変更する場合は、 HinoDX を終了させた状態
で USB ケーブルを取り外し て く だ さい。

注意

ご使用のパソ コ ンへ USB ケーブルを接続する前に、 パソ コ ンへ USB ド ラ イバを イ ンス ト ー
ルする必要があ り ます。

接続する前に、 各コネク タに異物の付着やコネク タ ピンの破損がないか確認し て く だ さい。

USB ケーブルを DST-i およびパソ コ ンへ接続する場合は、 コネク タの向きに注意し、 ま っす
ぐ静かに接続し て く だ さい。

誤った向きで接続し よ う と し た り 、 傾いた状態で差し込んだ場合、 コネ ク タの端子が破損
し、 パソ コ ンや DST-i に異常を引き起こす原因と なる恐れがあ り ます。

DST-i に接続し ている コネク タに荷重をかけないで く だ さい。

荷重をかけた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 パソ コ ンや DST-i に異常を引き起こす原因と
なる恐れがあ り ます。

T01913J
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3. DST-i のモー ド スイ ッ チを ON にし ます。

オープニング画面が表示されます。

4. 車両のキースイ ッ チを ON にし ます。

5. パソ コ ンで HinoDX を起動し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

モー ド スイ ッ チを ON にする と、 DST-i の電源イ ンジケータが緑に点灯し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車両のキースイ ッ チが OFF または ACC の状態では、 車両と通信する こ とができません。
DST-i を使用する際は、 キースイ ッ チを ON またはエンジンを始動させて く だ さい。

DST-i と車両側の診断コネク タがデータ リ ン クケーブルで接続されている状態のと き、 DC
プ ラグから DST-i に電源が供給される と、 モー ド スイ ッ チが OFF の状態でも DST-i は起動
し ます。

T01897J

T01924J

T02763Z
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6. HinoDX の画面で、 イ ン ターフ ェースが "DST-i" になっている こ と を確認し ます。

イ ン ターフ ェースが "DST-i" になっていない場合、 「HinoDX で DST-i を イ ン ターフ ェース と し て
設定するには」 に記載されている手順に従い、 HinoDX の設定を行います。

参照 ： P.13 HinoDX で DST-i を イ ン ターフ ェース と し て設定するには （1 章 起動と終了）

DST-i がパソ コ ン と通信を開始する と、 自動的にオープニング画面から イ ン ターフ ェースモード
画面に切 り 替わ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

オープニング画面以外では、 イ ン ターフ ェース と し て使用できません。
DST-i を再起動し て、 オープニング画面を表示し てから イ ン ターフ ェース と し て使用し て く
だ さい。

イ ン ターフ ェースモー ド画面に切り替わる と、 DST-i のキー操作は無効と な り ます。

イ ン ターフ ェースモー ドの状態から、 DST-i 日野車用ソ フ ト と し て使用する場合は、 DST-i
を再起動し て く だ さい。

T01924J T01925J
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＜終了＞

1. HinoDX で車両との通信を終了させます。

2. DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし ます。

3. 車両のキースイ ッ チを OFF にし ます。

4. USB ケーブルを DST-i とパソ コ ンから取り外し ます。

5. データ リ ン クケーブルを DST-i と車両側の診断コネク タから取り外し ます。

注意

アク テ ィ ブテス ト 中に DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし た り、 データ リ ン クケーブルを
取り外し た りする と、 アクチュエータが駆動状態のままになる場合があ り ます。 必ずアク
テ ィ ブテス ト を終了させてから、 終了処理し て く だ さい。

注意

USB ケーブルを DST-i およびパソ コ ンから取り外す場合は、 コネク タに対し てま っすぐ静か
に引き抜いて く だ さい。

傾いた状態で引き抜いた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 パソ コ ンや DST-i に異常を引き起
こす原因と なる恐れがあ り ます。

引き抜 く 際は、 コー ドの部分ではな く 、 必ずコネク タの部分を持って引き抜いて く だ さい。

コード の部分を持って引き抜いた場合、 ケーブルが断線する恐れがあ り ます。

注意

データ リ ン クケーブルを DST-i および車両側の診断コネク タから取り外す場合は、 コネク タ
に対し てまっすぐ静かに引き抜いて く だ さい。

傾いた状態で引き抜いた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 車両や DST-i に異常を引き起こす
原因と なる恐れがあ り ます。

引き抜 く 際は、 コー ドの部分ではな く 、 必ずコネク タの部分を持って引き抜いて く だ さい。

コード の部分を持って引き抜いた場合、 ケーブルが断線する恐れがあ り ます。
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＜起動＞

1. DST-i と車両側の診断コネク タ をデータ リ ン クケーブルで接続し ます。

DST-i 日野車用ソ フ ト を使用する場合

注意

DST-i 専用のデータ リ ン クケーブル以外は使用し ないで く だ さい。

接続する前に、 各コネク タに異物の付着やコネク タ ピンの破損がないか確認し て く だ さい。

データ リ ン クケーブルを DST-i および車両側の診断コネク タへ接続する場合は、 コネク タの
向きに注意し、 まっすぐ静かに接続し て く だ さい。

誤った向きで接続し よ う と し た り 、 傾いた状態で差し込んだ場合、 コネ ク タの端子が破損
し、 車両や DST-i に異常を引き起こす原因と なる恐れがあ り ます。

DST-i に接続し ている コネク タに荷重をかけないで く だ さい。

荷重をかけた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 車両や DST-i に異常を引き起こす原因と なる
恐れがあ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車両のキースイ ッ チが LOCK になっている こ と を確認し て く だ さい。

T01904J

T02762Z
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2. DST-i のモー ド スイ ッ チを ON にし ます。

オープニング画面が表示されます。

3. 車両のキースイ ッ チを ON にし ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

モー ド スイ ッ チを ON にする と、 DST-i の電源イ ンジケータが緑に点灯し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車両のキースイ ッ チが OFF または ACC の状態では、 車両と通信する こ とができません。
DST-i を使用する際は、 キースイ ッ チを ON またはエンジンを始動させて く だ さい。

T01897J

T01924J

T02763Z
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＜終了＞

1. DST-i 日野車用ソ フ ト で車両との通信を終了させます。

2. DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし ます。

3. 車両のキースイ ッ チを OFF にし ます。

4. データ リ ン クケーブルを DST-i と車両側の診断コネク タから取り外し ます。

注意

アク テ ィ ブテス ト 中に DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし た り、 データ リ ン クケーブルを
取り外し た りする と、 アクチュエータが駆動状態のままになる場合があ り ます。 必ずアク
テ ィ ブテス ト を終了させてから、 終了処理し て く だ さい。

注意

データ リ ン クケーブルを DST-i および車両側の診断コネク タから取り外す場合は、 コネク タ
に対し てまっすぐ静かに引き抜いて く だ さい。

傾いた状態で引き抜いた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 車両や DST-i に異常を引き起こす
原因と なる恐れがあ り ます。

引き抜 く 際は、 コー ドの部分ではな く 、 必ずコネク タの部分を持って引き抜いて く だ さい。

コード の部分を持って引き抜いた場合、 ケーブルが断線する恐れがあ り ます。
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1. HinoDX の PC 故障診断画面で メ ニューバーの 「システム」 から 「通信設定」 を選択し ます。

通信設定画面が表示されます。

1-3 HinoDX で DST-i を イ ン ターフ ェース と し て設定するには

T01926J

T01927J
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2. 通信設定画面の 「イ ン ターフ ェース選択」 でプルダウンよ り 「DST-i」 を選択し ます。

3. 通信設定画面の 「イ ン ターフ ェース選択」 に "DST-i" が表示されている こ と を確認し、 OK キー

を押し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

こ こで選択されたイ ン ターフ ェースの設定は、 以降も保持されます。 次回以降は、 Hino DX
の起動時に実施する必要はあ り ません。

T01928J

T01929J
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2 DST-i 日野車用ソ フ ト の操作

DST-i 日野車用ソ フ ト の画面の構成は、 以下の とお り です。

タ イ ト ルバー

現在表示中の画面タ イ ト ルが表示されます。

タ ブ

現在表示中の画面内の選択可能な項目が表示されます。

ガイダンスエ リ ア

現在表示中の画面に対する操作ガイ ダン スが表示されます。

2-1 画面の構成

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車種や画面によ って、 タ ブの有無や表示される項目は異な り ます。

T01930J

T01931J

T01932J

T01933J
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DST-i には、 6 つの操作キーが配置されています。

画面によ って、 操作キーの機能は異な り ます。
ガイ ダン スエ リ アに表示される操作ガイ ダン スに従って操作し て く ださい。
B キーを押し た と きの動作は、 特に操作ガイ ダン スの表示がない場合は 1 つ前の画面に戻 り ます。 （一部
画面を除 く ）

2-2 基本操作

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

メ イ ン メ ニュー画面からオープニング画面に戻る こ とはできません。

オープニング画面に戻るには、 DST-i を再起動する必要があ り ます。

T02469J
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オープニング画面が表示されている状態で、 いずれかのキーを押すと、 メ イ ン メ ニュー画面が表示されま
す。

メ イ ン メ ニュー画面から選択可能な機能について説明し ます。

2-3 メ イ ン メ ニュー

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

本体設定の仕向地設定が 「日本」 に設定されている場合、 メ イ ン メ ニュー画面は日本語で表示され、
「グローバル」 に設定されている場合は、 英語で表示されます。

初めて DST-i に DST-i 日野車用ソ フ ト を イ ン ス ト ールし た と きには、 「仕向地」 が 「グ ローバル」 に
設定されてお り 、 画面の文字は英語で表示されます。

日本語表示に切 り 替え るには、 仕向地設定で 「仕向地」 を 「日本」 に変更し て く ださい。

参照 ： P.30 仕向地 「グローバル」 （英語表示） から仕向地 「日本」 （日本語表示） に切り替えるには （2 章 DST-i 日野
車用ソ フ ト の操作／本体設定／仕向地設定）

機 　 能 内 　 　 　 容

故障診断
故障コード の読み出し ・ 消去、 作業サポー ト 機能によ り 、 車両診断 ・ 整備に役立て
る こ と ができ ます。

本体設定 DST-i の設定を変更し、 カス タマイ ズする こ と ができ ます。

T01934J
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故障診断する車両情報やシステムを選択し ます。

1. メ イ ン メ ニュー画面で 「故障診断」 を選択し、 A キーを押し ます。

車両分類選択画面が表示されます。

2. 車両分類選択画面で故障診断を行う車両の分類を選択し、 A キーを押し ます。

排出ガス記号選択画面が表示されます。

Ｚ

2-4 診断機能

システム選択

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

DST-i 日野車用ソ フ ト のバージ ョ ンによ って、 表示される車両分類は異な り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

DST-i 日野車用ソ フ ト のバージ ョ ンおよび上位メ ニューで選択し た内容によ って、 表示され
る排出ガス記号は異な り ます。

T01934J T01935J

T01936J



2  DST-i 日野車用ソ フ ト の操作

- 19 -

3. 排出ガス記号選択画面で故障診断を行う車両の排出ガス記号を選択し、 A キーを押し ます。

システム区分選択画面が表示されます。

4. システム区分選択画面で故障診断を行う システムを選択し、 A キーを押し ます。

故障診断 メ ニュー画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

DST-i 日野車用ソ フ ト のバージ ョ ンおよび上位メ ニューで選択し た内容によ って、 表示され
るシステムは異な り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車種やシステムによ って、 故障診断メ ニュー画面に表示される項目は異な り ます。

T01937J

T01938J
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故障コード と は、 車両の ECU の自己診断機能によ って、 故障の系統や異常な状態を検出し、 ユーザや整
備 メ カニ ッ クに知らせる コード のこ と です。

故障コード は、 故障系統毎に分け られているため、 故障原因の特定に役立て る こ と ができ ます。
DST-i 日野車用ソ フ ト では、 現在の故障コード、 過去の故障コード、 判定中の故障コード を表示する こ と
ができ ます。
故障コード には以下の種類があ り ます。

1. 故障診断メ ニュー画面で 「故障コー ド」 を選択し、 A キーを押し ます。

故障コード メ ニュー画面が表示されます。

2. 故障コー ド メ ニュー画面で 「故障コー ド読出」 を選択し、 A キーを押し ます。

故障コード表示画面が表示されます。

故障コー ド読出

故障コー ドの種類 内 　 　 　 容

現在 現在発生し ている と思われる故障コード です。

過去 過去に検出し た故障コード です。

判定中
エ ミ ッ シ ョ ン関連で、 故障コード検出には至っていないが、 故障の可能性があ る こ
と を示す故障コード です。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車種やシステムによ って、 サポー ト し ている故障コー ドの種類は異な り ます。

T01938J T01939J

T01940J
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3. 故障コー ド表示画面 （現在の故障コー ド一覧） で右キーを押し ます。

タブが 「過去」 に切 り 替わ り 、 過去の故障コード一覧が表示されます。
さ らに故障コー ド表示画面 （過去の故障コー ド一覧） で右キーを押し ます。
タブが 「判定中」 に切 り 替わ り 、 判定中の故障コード一覧が表示されます。

4. 故障コー ド表示画面 （過去の故障コー ド一覧） で任意の故障コー ド を選択し、 A キーを押し ます。

故障コード詳細表示画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

右キー、 左キーで一覧表示を切り替える こ とができます。

車種やシステムによ って、 サポー ト し ている故障コー ドの種類は異な り ます。

サポー ト し ている故障コード の種類のみタブが表示され、 故障コード の一覧を表示する こ と
ができ ます。

T01941J T01942J

T01943J
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5. 故障コー ド詳細表示画面で右キーを押し ます。

詳細情報 （2 桁のダ イ アグ コード） が表示されます。

故障コー ドが記憶されていない場合
ECU に故障コード が記憶されていない場合は、 故障コード表示画面に メ ッ セージが表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

詳細情報は、 過去の故障コー ド一覧から しか表示できません。
また、 車種やシステムによ って、 詳細情報が表示されない場合があ り ます。

故障コー ド メ ニュー画面に戻るには、 B キーを押し て 1 画面ずつ戻って く だ さい。

T01944J

T01945J
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ECU に記憶されている故障コード を消去する こ と ができ ます。

1. 故障コー ド メ ニュー画面で 「故障コー ド消去」 を選択し、 A キーを押し ます。

故障コード消去画面が表示されます。

2. 故障コー ド消去画面で A キーを押し ます。

故障コード が消去された後、 消去完了 メ ッ セージが表示されます。

3. 故障コー ド消去完了画面で A キーを押し ます。

故障コード メ ニュー画面に戻 り ます。

故障コー ド消去

T01946J T01947J

T01948J
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作業サポー ト では、 DPR 点検やポンプ交換時機差学習を実施する こ と ができ ます。

1. 故障診断メ ニュー画面で 「作業サポー ト 」 を選択し、 A キーを押し ます。

作業サポー ト メ ニュー画面が表示されます。

2. 作業サポー ト メ ニュー画面で実施する作業サポー ト を選択し、 A キーを押し ます。

「DPR 点検」 を選択し た場合は、 DPR 点検 メ ニ ュー画面が表示されます。

作業サポー ト メ ニュー画面から選択可能な機能について説明し ます。

作業サポー ト

機 　 能 内 　 　 　 容

DPR 点検

DPR 状態表示
DPR 状態をモニ タする こ と ができ ます。
DPR 状態によ り 、 DPR の点検および洗浄の必要性を確認し ます。

DPR 状態リ セ ッ ト DPR 状態を リ セ ッ ト する こ と ができ ます。

DPR 強制再生 DPR を強制的に再生する こ と ができ ます。

DPR 差圧チ ェ ッ ク DPR の目詰ま り を確認する こ と ができ ます。

ポンプ交換時機差学習
サプラ イポンプを修理、 交換し た際、 エンジン ECU 内に記録されてい
る学習値を更新する こ と ができ ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車種やシステムによ って、 使用できる機能は異な り ます。

使用でき ない機能は、 メ ニューに表示されません。

T01949J T01950J

T01951J
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DST-i の設定を変更し、 カ ス タマイ ズする こ と ができ ます。

1. メ イ ン メ ニュー画面で 「本体設定」 を選択し、 A キーを押し ます。

設定 メ ニュー画面が表示されます。

2. 設定メ ニュー画面で設定する項目を選択し、 A キーを押し ます。

選択し た項目の設定画面が表示されます。

単位設定では、 項目毎の単位を変更する こ と ができ ます。

1. 項目選択画面で単位を変更する項目を選択し、 A キーを押し ます。

単位選択画面が表示されます。

2. 単位選択画面で設定する単位を選択し、 A キーを押し ます。

単位が設定された後、 項目選択画面に戻 り ます。

2-5 本体設定

単位設定

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

現在設定されている単位のチ ェ ッ クボ ッ クスには、 レ点が表示されます。

画面イ メ ージに表示されている設定項目は一例です。 実際とは異なる場合があ り ます。

T01952J T01953J

T01954J T01955J
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文字サイ ズ設定では、 画面の 「情報表示エ リ ア」 の文字サイ ズを変更する こ と ができ ます。

1. 文字サイズ設定画面で文字の表示サイズを選択し、 A キーを押し ます。

画面の文字サイ ズが リ アルタ イ ムに更新されます。

文字サイズ設定

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

現在設定されているサイズのチ ェ ッ クボ ッ クスには、 レ点が表示されます。

文字サイズを変更し ても 「タ イ ト ルバー」、 「タ ブ」、 「ガイダンスエ リ ア」 の文字サイズは変
更されません。

T01956J

T01957J T01958J

T01959J
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配色設定では、 画面の配色を切 り 替え る こ と ができ ます。

1. 配色選択画面で設定する配色を選択し、 A キーを押し ます。

2. DST-i を再起動し ます。

配色設定

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

現在設定されている配色のチ ェ ッ クボ ッ クスには、 レ点が表示されます。

画面イ メ ージで選択可能な配色パターンは一例です。 実際とは異なる場合があ り ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

設定し た配色に切り替えるには、 DST-i を再起動する必要があ り ます。

T01960J T01961J
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明る さ設定では、 画面のバッ ク ラ イ ト の輝度を調整する こ と ができ ます。

1. 明る さ設定画面で右キーまたは左キーを押し て希望の明る さに合わせ、 A キーを押し て決定し ま

す。
A キーを押さずに B キーを押すと、 変更はキ ャ ンセルされます。

ブザー設定では、 DST-i 操作時のブザー音の有無を設定する こ と ができ ます。

1. ブザー設定画面で右キーまたは左キーを押し て希望する設定にし、 A キーを押し て決定し ます。

A キーを押さずに B キーを押すと、 変更はキ ャ ンセルされます。

明る さ設定

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

現在設定されている明る さの数値が画面に表示されます。

ブザー設定

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

現在設定されているブザー音の ON ・ OFF が画面に表示されます。

T01962J

T01963J
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仕向地設定では、 DST-i を使用する地域 ( 仕向地 ) を切 り 替え る こ と ができ ます。 仕向地に合わせて、 診
断可能な車両 ・ システムおよび表示される言語が切 り 替わ り ます。

1. 仕向地選択画面で設定する仕向地を選択し、 A キーを押し ます。

2. DST-i を再起動し ます。

仕向地設定

日本 日本国内で使用する場合 （日本語表示）

グローバル 日本を含む全世界で使用する場合 （英語表示）

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

現在設定されている言語のチ ェ ッ クボ ッ クスには、 レ点が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

設定し た仕向地に切り替えるには、 DST-i を再起動する必要があ り ます。

T01964J T01965J
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仕向地 「グローバル」 （英語表示） から仕向地 「日本」 （日本語表示） に切り替えるには

1. 現在表示し ている画面から メ イ ン メ ニュー画面に戻り ます。

2. メ イ ン メ ニュー画面で 「Settings」 を選択し、 A キーを押し ます。

設定 メ ニュー画面が表示されます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

再起動し てオープニング画面が表示された後、 いずれかのキーを押すこ と で メ イ ン メ ニュー
画面を表示する こ と もできます。

T01966J

T01967J
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3. 設定メ ニュー画面で 「Destination」 を選択し、 A キーを押し ます。

仕向地選択画面が表示されます。

4. 仕向地選択画面で 「Japan」 を選択し、 A キーを押し ます。

5. DST-i を再起動し ます。

T01968J

T01969J
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3 エラーが発生し たら

DST-i 日野車用ソ フ ト を使用中に通信エラーが発生し た場合、 下記のエラー メ ッ セージ画面が表示されま
す。

通信エラー が発生し た と きの対処方法は、 まず A キーを押し て再試行し ます。
その結果、 再び通信エラーが発生し た場合は、 以下の通 り 、 通信エラーの発生を確認し ます。

通信エラー A
通信エラー A は、 DST-i からの要求に対し てシステム （ECU） が応答し ない場合に表示されます。
原因と し ては、 以下が考え られます。

･ 車両のキース イ ッチが ON ではない。

･ データ リ ン ク ケーブルが接続されていない、 または接触不良。

･ 車両に診断対象のシステムが搭載されていない。

･ DST-i 日野車用ソ フ ト が当該のシステムに対応し ていない。
DST-i 日野車用ソ フ ト が対応し ている車両 ・ システムは、 HinoDX が対応し ている もの と同等で
す。
ただし、 DST-i 日野車用ソ フ ト へ追加される時期は多少ズレが生じ る可能性があ り ます。

通信エラー B
通信エラー B は、 DST-i からの要求に対し てシステム （ECU） から拒否応答があった場合に表示され
ます。
原因と し ては、 以下が考え られます。

･ 実施し よ う と し ている作業に対し て、 車両側の条件が整っていない。

例えば以下の場合が考え られます。
「DPR 状態 リ セ ッ ト 」 は、 エンジン停止中しか実施でき ないが、 作業ガイ ダン スに従わず、 エンジ
ン回転中に実施し た場合など。

上記を確認し て も問題が解消されない場合は、 ご購入店も し く は最寄 り の株式会社デン ソーセールス まで
お問い合わせ く ださい。

3-1 通信エラー

T01970J T01971J
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DST-i 日野車用ソ フ ト を使用中に画面が動かな く なった場合は、 以下の手順で対処し ます。

1. DST-i のモー ド スイ ッ チを OFF にし ます。

モード ス イ ッチを OFF にし て も画面のフ リ ーズが解消されない場合は、 ご購入店も し く は最寄 り
の株式会社デン ソーセールス までお問い合わせ く ださい。

2. DST-i のモー ド スイ ッ チを ON にし て再起動し ます。

再起動し て も画面のフ リ ーズが解消されない場合は、 ご購入店も し く は最寄 り の株式会社デン
ソーセールス までお問い合わせ く だ さい。

3-2 画面のフ リーズ
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